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平成館
特別展示室 4月11日（火）～6月4日（日）

中学生以下無料＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示くださ
い）＊前売券は12月5日（月）～ 2017年 4月10日（月）、東京国立博物館正門チケット売場（窓口、開
館日のみ）、展覧会公式サイト、主要プレイガイドほかにて販売／お問合せ：ハローダイヤル 

03-5777-8600／展覧会公式サイト：http://chanoyu2017.jp/ 

| 開催概要 | 主催：東京国立博物館、NHK、NHKプロモーション、毎日新聞社／特別協力：表千家不
審菴、裏千家今日庵、武者小路千家官休庵、藪内燕庵、遠州茶道宗家、江戸千家宗家蓮華庵、江戸千
家、大日本茶道学会、茶道宗徧流不審庵／協賛：伊藤園、トヨタ自動車、日本写真印刷、三井住友海
上火災保険、三井物産／展示協力：大光電機／観覧料：一般1,600円（1,400円 /1,300円）、大学生
1,200円（1,000円 /900円）、高校生900円（700円 /600円） ＊（ ）内は前売 /20名以上の団体料金。

関連イベント
記念講演会 当日先着順
①「桃山の茶陶－和物茶碗」
日時：4月15日（土）　   

13:30～ 15:00（13:00開場予定）　  

講師：伊藤嘉章（九州国立博物館副館長）

②「茶の湯の魅力   
－日本、朝鮮、中国のやきものを中心に」
日時：5月13日（土）　   

13:30～ 15:00（13:00開場予定）　  

講師：三笠景子（当館東洋室主任研究員）

会場：平成館大講堂／定員：380名（先着順）
聴講無料（ただし、当日の入館料が必要）
＊事前申込み不要。当日11:30より、大講堂前に
て指定席券を配布。
＊講演会開始時に空席があった場合はキャンセル
扱いとし、他のお客様をご案内する場合があります。

呈茶席 当日受付   
各流派による呈茶席をご用意しています。

4月18日（火） 表千家不審菴（担当：表千家同門会東京支部）
4月20日（木） 武者小路千家官休庵（担当：東京官休会）
4月21日（金） 藪内燕庵（担当：古儀茶道藪内流竹風会東京支部）
4月22日（土） 江戸千家宗家蓮華庵
4月23日（日） 東京藝術大学（担当：東京藝術大学裏千家茶道部）
4月25日（火） 大日本茶道学会（担当：大日本茶道学会本部教場）
4月27日（木） 江戸千家
4月28日（金） 遠州茶道宗家
4月29日（土・祝） 茶道宗徧流不審庵（担当：茶道宗徧流不審庵関東地区）
4月30日（日） 裏千家今日庵（担当：茶道裏千家淡交会関東第一地区）

各日11:00～ 15:00頃（売切れ次第終了）　
料金：茶券500円（菓子付き）  ＊ただし本展覧会の観覧券が必要。半券でも可。
会場：平成館ラウンジ
＊当日9：30より会場にて茶券販売開始。お一人様1枚のみ。

茶室「燕庵」を完全再現！

重要文化財「燕
えん

庵
なん

」は、京都・藪
やぶのうち

内家の初代・紹
じょうち

智が古
ふる

田
た

織
おり

部
べ

から譲り受けたと伝わる茶室です。窓を多数設けるな

ど、織部好みが散見され、

相伴席をつけたゆとりのあ

る空間が特徴的です。会場

内では、この「燕庵」を再現

した茶室（岐阜県現代陶芸

美術館所有）を設置。茶湯

道具だけではなく、それらが

使われた茶室にもご注目い

ただき、茶の湯の世界を一

層深くお楽しみください。

茶室「燕庵」は
公益財団法人藪内燕庵所有
撮影：田畑みなお

奇跡の釉色
国宝 曜

よう

変
へん

天
てん

目
もく

 稲
いな

葉
ば

天
てん

目
もく

焼成の際に生じる釉の化学変化によって、このような虹色に光
る斑

はん

文
もん

が偶発的に現れると考えられています。これほどまでに文
様が力強く輝いているのはこの稲葉天目だ

け。まさに奇跡の作品といえる
でしょう。

室町時代から近代まで、各時代を象徴する作品で
茶の湯の歴史をたどる本展は、茶の湯ファンなら
ずとも必見の名品が勢ぞろい。これだけの名品が
揃うこと自体が奇跡！ その一部をご紹介します。

奇跡の展示
唐
から

物
もの

肩
かた

衝
つき

茶
ちゃ

入
いれ

 銘 遅
おそ

桜
ざくら

天下の名肩衝「初
はつ

花
はな

」に負けない名品という意で、足
あし

利
かが

義
よし

政
まさ

が『金
きん

葉
よう

和
歌集』の「夏山の青葉まじりの遅桜」の歌にちなんで「遅桜」と名付け
たと伝わります。「初花」とともに東

ひがしやまごもつ

山御物として珍重され、のちに徳川
家康が所持しました。縁の深い「初花」
と「遅桜」、両方が出品される奇跡の機
会です。

奇跡の伝来
重要文化財 青

せい

磁
じ

輪
りん

花
か

茶
ちゃ

碗
わん

 銘 馬
ば

蝗
こう

絆
はん

足利義政の手にあった時、ヒビが入ってしまったため、中国（明
みん

）
に替わるものを求めたところ、「もはやこれほど美しい青磁を作る
ことはできない」と、鎹

かすがい

をうって返されたと伝わります。その後も
歴史に埋もれることなく現代まで大切に伝えられた、奇跡の茶碗
です。

◉曜変天目　稲葉天目
中国・建窯　南宋時代・12～13世紀
東京・静嘉堂文庫美術館蔵　展示期間：4月11日（火）～ 5月7日（日）

唐物肩衝茶入 銘 遅桜
中国　南宋～元時代・13～14世紀
東京・三井記念美術館蔵
展示期間：4月25日（火）   

～ 6月4日（日）

◎唐物肩衝茶入 銘 初花
中国　南宋～元時代・13～14世紀
德川記念財団蔵
展示期間：4月11日（火）  
～ 4月23日（日）

◎青磁輪花茶碗 銘 馬蝗絆
中国・龍泉窯　南宋時代・12～13世紀
東京国立博物館蔵

「茶の湯」展の関連展示もチェック！→ 6ページ
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おもな特別展2017年度

日タイ修好130周年記念特別展

「タイ ～仏の国の輝き～」
7月4日㊋～ 8月27日㊐
平成館

「フランス人間国宝展」
9月12日㊋～11月26日㊐
表慶館

表慶館平成館

特別展 「仁和寺と御室派の
みほとけ（仮称）」
2018年 1月16日㊋～ 3月11日㊐　
平成館

　現在のタイの国土には、タイ族の国が興
おこ

る以前にドヴァー

ラヴァティーやシュリーヴィジャヤといった仏教を篤
あつ

く信

仰する国々がありました。そしてタイ族の最初の国であるス

コータイ朝から現在のラタナコーシン朝まで、スリランカから

伝わった上
じょうざ

座仏教を信仰してきました。タイでは仏教は日々

の暮らしに寄り添う大きな存在であり、長い歴史のなかで多

様な仏教文化が花開きました。

　本展では仏教国タイについて、タイ族前史の古代国家、13

世紀に開かれたタイ国黎
れい

明
めい

期のスコータイ朝、14世紀に興っ

た国際交易国家アユタヤー朝、そして18世紀から現在まで続

くラタナコーシン朝の仏教美術の名品をとりあげて、同国の

歴史と文化を紹介します。

興福寺中金堂再建記念特別展

 「運慶」
9月26日㊋～11月26日㊐
平成館

　日本で最も著名な仏師・運
うん

慶
けい

。その卓越した造形力で、

生きているかのような写実性に富んだ仏像を生み出し、

輝かしい彫刻の時代をリードしました。本展は、運慶とゆ

かりの深い興
こう

福
ふく

寺
じ

をはじめ各地から名品を集めて、その

生涯の事績を通覧する展覧会です。さらに運慶の父・康
こう

慶
けい

、実子・湛
たん

慶
けい

、康
こう

弁
べん

ら親子3代の作品を揃え、運慶の作

風の成立から次代の継承までをたどります。

　日本の人間国宝制度に
ならい伝統工芸の保存・
伝承・革新のため創設され
たフランス人間国宝。15分
野各1名の作家を紹介す
る世界初の展覧会です。

仏
ぶっ

陀
だ

遊
ゆ

行
ぎょう

像
ぞう

スコータイ時代・14～15世紀　
サワンウォーラナーヨック国立博物館蔵
しなやかに歩みを進める遊行像はタイ美術の代表作です

金
きん

板
ばん

装
そう

拵
こしらえ

刀
がたな

ラタナコーシン時代・19世紀　
バンコク国立博物館蔵
ラーマ3世王時代の上級貴族の刀。日本刀を模し
てタイで作られました

金
きん

象
ぞう

アユタヤー時代・15世紀初　
チャオサームプラヤー国立博物館蔵
冠を被って鞍を背負った金色の象。象は国王の象徴でした

イシス（傘） 
ミシェル・ウルトー作  2013年  個人蔵

◉阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

平安時代・仁和4年（888）   

 京都・仁和寺蔵

◉大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

運慶作
平安時代・安元 2年（1176）
奈良・円成寺蔵
写真：飛鳥園

◉無
む

著
じゃく

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

運慶作
鎌倉時代・建暦2年 

（1212）頃
奈良・興福寺蔵
写真：飛鳥園

| 開催概要 | 主催：東京国立博物館、タイ王国文化省芸術局、日本経済新聞
社、ＢＳジャパン／共催：国際交流基金アジアセンター／協賛：ＮＥＣ、花王、
スターツグループ、ダイキン工業、大日本印刷、東レ、トヨタ自動車、三菱商
事／協力：日本貨物航空／後援：タイ王国大使館、タイ国政府観光庁／観覧
料：一般1,600円（1,400円 /1,300円）、大学生1,200円（1000円 /900円）、
高校生900円（ 700円 /600円） ＊（ ）内は前売 /20名以上の団体料金。中
学生以下無料  ＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者
手帳などをご提示ください） ＊前売券は4月8日 (土 )～7月3日 (月 )、東
京国立博物館正門チケット売場（窓口、開館日のみ）、展覧会情報サイト、
主要プレイガイドほかにて販売／お問合せ：ハローダイヤル 03-5777-

8600／展覧会情報サイト：http://www.nikkei-events.jp/art/thailand/

© Greg GONZALEZ

　「古都京都の文化財」と
して世界遺産に登録され
ている真言宗御室派総本
山、仁和寺の寺宝のほか、
御室派寺院が所蔵する名
宝の数々を展観します。
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さんほ
°する！

◆  桜ギャラリートーク
「屛風に咲く桜」
日時：3月29日（水） 14：00～ 14：30　
講師：小野真由美（貸与特別観覧室主任研究員）
会場：本館7室　＊8室から変更になりました。

「器に咲く桜」 
日時：4月7日（金） 18：30～ 19：00　
講師：横山 梓（保存修復室研究員）
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

◆  鑑賞ガイド
桜にちなんだ作品の見どころを
ダイジェストでご紹介します。

日時：3月 31日（金）   

18：30～ 19：00　
講師：小林 牧  

（博物館教育課長）

日時：4月 5日（水）   

14：00～ 14：30　
講師：神辺知加  

（教育講座室主任研究員）

会場：いずれも本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

◆  桜セミナー　
「桜の絵にみる美と心」
桜は日本を表すアイコンと呼ぶべきモチーフのひとつです。
桜が描かれた日本絵画を通じて桜が日本人に愛された理由
を考えます。
日時：4月8日（土）13：30～ 15：00（13：00開場予定）
講師：山下善也（絵画・彫刻室主任研究員）
会場：平成館大講堂　定員：380名（先着順）

◆  ボランティアによるガイドツアー
桜にちなんだ作品や構内の見頃の桜など、さまざまなテー
マで「トーハクの桜」をご案内します。
＊日時・テーマは本誌16ページまたは当館ウェブサイトでご確認
ください。

◆  東博句会「花見で一句」
桜咲く庭園や桜をモチーフ
にした作品をテーマに一句
詠んでみませんか？　構内
の投句ポストで俳句を募集
します。「博物館でお花見
を」期間中、毎日受付。
＊入選作品は本誌 8・9月号、
当館ウェブサイトにて発表、記
念品を贈呈します。

◆  桜ワークショップ「春らんまん  桜ぬりえ」
本館で展示中の桜をモチーフにした作品のぬり絵です。思い
思いに色をつけ、自分だけの春ら
しい作品をつくりましょう。
日時：3月23日（木）～26日（日）
各日　11：00～ 16：00　  

＊ぬり絵シートがなくなり次第終了
会場：本館2階ラウンジ

◆  桜の街の音楽会
「東京・春・音楽祭」参加アー
ティストによる無料のミニコ
ンサートです。

チェロ・ソロ（林はるか）
日時：3月31日（金）  
13：00～ 13：20 

会場：本館大階段

ヴァイオリンとヴィオラのデュオ   
（ヴァイオリン：佐藤恵梨奈 ヴィオラ：樹神有紀）
日時：4月3日（月） 13：00～ 13：20 

会場：法隆寺宝物館エントランス

主催・お問合せ　東京・春・音楽祭実行委員会  

（TEL：03-5205-6497）
ウェブサイト　http://www.tokyo-harusai.com/

本館桜めぐり
本館では、桜をモチーフにした作品が花ざかりです。桜の作品を探しなが
ら展示室をめぐるスタンプラリーも開催します。5つのスタ
ンプを全部集めたら、オリジナル缶バッジをプレゼント！

春の庭園開放
3月14日（火）～ 5月7日（日）  10：00～ 16：00

＊ライトアップ実施日は19：30まで。
＊悪天候により中止になる場合があります。

特別展「茶の湯」の開幕に合わせて、4月11日（火）～ 5月7日（日）は
転合庵の内部をご覧いただけます（中には入れません）。
＊4月15日（土）を除く。

◆  庭園ライトアップ
3月31日（金）、4月1日（土）・7日（金）・8日（土）

◆  さくらカフェ
3月14日（火）～ 5月7日（日） 10：00～ 16：00

＊3月31日（金）、4月1日（土）・7日（金）・8日（土）は18：00まで。
＊ラストオーダーは閉店の15分前。
＊悪天候により中止の場合があります。

桜イベント ＊特記以外はすべて参加無料（ただし、当日の入館料が必要）、事前申込み不要です。

鑑賞す
る！

体験す
る！

3月14日（火）～4月9日（日）
「博物館でお花見を」は、トーハクの春を満喫できる恒例企画。

桜にちなんだ名品や庭園に咲く桜、
そして盛りだくさんの桜イベントがあなたをお迎えします。

トーハクならではのお花見を楽しみ尽くそう！

ぜーんぶ
楽しむほ！

3月27日（月）、
4月3日（月）は
開館します

投句ポストは本館エントラン
ス、本館ラウンジ、平成館エン
トランス、応挙館にあります

源
げん
氏
じ
物
もの
語
がたり
図
ず
屛
びょう
風
ぶ
（若

わか
菜
な
上
じょう
）

本館 7室　伝土佐光則筆　江戸時代・17世紀　個人蔵

◆桜スタンプラリー
「博物館でお花見を」期間中、毎日実施。
台紙の配布・バッジの引換え場所：本館エントランス（引換えは10：00～閉館まで）

は「博物館でお花見を」関連作品です。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。

ユリノキちゃん
東京国立博物館公式キャラクター

トーハクくん
東京国立博物館公式キャラクター



国宝室（本館2室） 注目の企画

関連イベント
●「親と子のギャラリー『トーハクでバードウォッチング
－キジやクジャク、鳳凰が勢ぞろい－』の見方と特集展示
ができるまで」→12ページ
●「上野の山でキジめぐり」 →13ページ
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友
ゆう
禅
ぜん
染
ぞめ
掛
かけ
幅
ふく

 桐
きり
鳳
ほう
凰
おう
図
ず

江戸時代・19世紀

～ 5月7日㊐ 

◉金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

   
金
きん

字
じ

宝
ほう

塔
とう

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

平安時代・12世紀　   

岩手・大長壽院蔵　
＊写真は第一幀

5月9日㊋～   
6月4日㊐

◉法
ほ

華
け

経
きょう

 巻
まき

第
だい

一
いち

   
  （浅
せん

草
そう

寺
じ

経
きょう

）
平安時代・11世紀　   

東京・浅草寺蔵

6月6日㊋～   
7月2日㊐

◉充
ないぐぶにあてる

内供奉治
じ

部
ぶ

省
しょう

牒
ちょう

   
（円

えん

珍
ちん

関
かん

係
けい

文
もん

書
じょ

の内
うち

）
平安時代・嘉祥 3年（850）　  

7月4日㊋～   
7月30日㊐

◉華
け

厳
ごん

宗
しゅう

祖
そ

師
し

絵
え

伝
でん

     
元
がん

暁
ぎょう

絵
え

  巻
まき

中
ちゅう

鎌倉時代・13世紀　   

京都・高山寺蔵

8月1日㊋～   
8月27日㊐

◉延
えん

喜
ぎ

式
しき

 巻
まき

四
よん

    
紙
し

背
はい

文
もん

書
じょ

平安時代・11世紀   

8月29日㊋～   
9月24日㊐

◉一
いっ

遍
ぺん

聖
ひじり

絵
え

  巻
まき

第
だい

七
なな

法眼円伊筆　   

鎌倉時代・正安元年   

（1299）

9月26日㊋～   
10月22日㊐

◉法
ほ

華
け

経
きょう

一
いっ

品
ぽん

経
ぎょう

     
妙
みょう

荘
しょう

厳
ごん

王
おう

本
ほん

事
じ

品
ほん

   
  （慈
じ

光
こう

寺
じ

経
きょう

） 
鎌倉時代・13世紀　埼玉・慈光寺蔵

10月24日㊋～   
11月19日㊐

◉十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

   
（第
だい

八
はち

尊
そん

者
じゃ

・第
だい

十
じゅう

二
に

尊
そん

者
じゃ

）
平安時代・11世紀    

＊写真は第八尊者

11月21日㊋～   
12月25日㊊

◉元
げん

暦
りゃく

校
こう

本
ほん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

     
巻
まき

七
なな

・十
じゅう

九
く

（古
ふる

河
かわ

本
ぼん

）
平安時代・11世紀

2018年     
1月2日㊋～   
1月28日㊐

◉釈
しゃ

迦
か

金
きん

棺
かん

出
しゅつ

現
げん

図
ず

平安時代・11世紀　   

京都国立博物館蔵

2018年    
1月30日㊋～   
3月11日㊐

◉賢
けん

愚
ぐ

経
きょう

（大
おお

聖
じょう

武
む

）
伝聖武天皇筆　   

奈良時代・8世紀

2018年    
3月13日㊋～   
4月8日㊐

◉花
か

下
か

遊
ゆう

楽
らく

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野長信筆     

江戸時代・17世紀

親と子のギャラリー 

びょうぶとあそぶ
7月4日㊋～9月3日㊐

博物館でアジアの旅
9月5日㊋～10月15日㊐

博物館に初もうで
2018年    
1月2日㊋～1月28日㊐

博物館でお花見を
2018年    
3月13日㊋～4月8日㊐

親と子の
ギャラリー

平成館
企画展示室

4月25日（火）

6月4日（日）
〜

　

キ
ジ
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
ウ
ズ
ラ
、
セ
イ
ラ
ン
、
ニ
ワ
ト

リ
、ク
ジ
ャ
ク
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
キ
ジ
科
の
鳥
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
絵
画
や
工
芸
品
が 

勢
ぞ
ろ
い
。
イ
ン
ド
の
仏
さ

ま
を
乗
せ
た
ク
ジ
ャ
ク
や
、
明
治
時
代
に
日
本
か
ら
海
を

渡
っ
て
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
ク
ジ
ャ
ク
、

今
か
ら
1
4
0
0
年
以
上
前
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
剣

の
柄
に
表
さ
れ
た
鳳
凰
、
中
国
の
大
皿
に
描
か
れ
た

天
空
に
舞
う
鳳
凰
な
ど
、
ト
ー
ハ
ク
で
し
か
見
ら
れ

な
い
鳥
た
ち
ば
か
り
で
す
。
以
前
本
館
に
飾
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
鳳
凰
の
形
を
し
た
大
き
な
瓦
を
さ
わ
っ
て
感

触
を
楽
し
ん
だ
り
、
上
野
動
物
園
で
飼
育
さ
れ
て
い
る

キ
ジ
科
の
鳥
た
ち
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
不
思
議
な
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
（
勝
木
言
一
郎
・
神
辺
知
加
）

ト
ー
ハ
ク
で

 
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

 

－

キ
ジ
や
ク
ジ
ャ
ク
、
鳳ほ

う

凰お
う

が
勢せ

い

ぞ
ろ
い

－
総合文化展2017年度

今年の国宝室は
私の大好きな
書が多いわね！

トーハクへ来
たら本館2室は
見逃したらダメ

だほ。

鳳凰
中国では、鳳凰は桐の木に宿る
という言い伝えがあり、鳳凰は
よく桐の木とセットで表されます

キジ
ずんぐりとした体型とがっしりと
した足はキジ科の特徴です

色
いろ
絵
え
雉
きじ
置
おき
物
もの

五代清水六兵衛作　
昭和時代・20世紀
第二復員局寄贈

  クジャク
クジャクの飾りばねが図案化されて表さ
れています。羽の模様はかわいら
しいハート型になっています

唐
から
織
おり

 紅
こう
白
はく
段
だん
牡
ぼ
丹
たん
若
わか
松
まつ
孔
く
雀
じゃく
羽
はね
模
も
様
よう

上杉家伝来  江戸時代・18世紀



注目

注目

注目

総合文化展 ｜ 見どころ案内

　
本
特
集
は
、
当
館
が
手
が
け
る
保
存
と
修
理
の
成
果
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
た
め
、
近
年
修
理
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
作
品
を
修
理
工
程
や
修
理
過
程
で
得
ら
れ
た
情

報
と
と
も
に
展
示
す
る
恒
例
企
画
で
す
。
今
年
は
、
本
格
的

な
解
体
修
理
が
完
了
し
た
作
品
の
他
に
、「
対
症
修
理
」を

行
っ
た
作
品
も
紹
介
し
ま
す
。

　「
対
症
修
理
」と
は
、
損
傷
の
症
状
に
あ
わ
せ
て
行
う
最
小

限
の
処
置
の
こ
と
。今
回
は
、年
間
7
0
0
件
に
も
の
ぼ
る「
対

症
修
理
」を
行
っ
た
作
品
か
ら
、
修
理
技
術
者
が
選
ん
だ
オ
ス

ス
メ
を
解
説
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。
軸
木
の
な
か
に
埋
め

ら
れ
た
鉛
製
の
錘お
も
り

が
化
学
変
化
に
よ
っ
て
膨
張
し
始
め
て
い

た
掛
軸
や
、
表
面
に
虫
喰
い
の
穴
が
無
数
に
あ
い
て
い
た
神

像
な
ど
、「
対
症
修
理
」に
よ
っ
て
損
傷
を
予
防
し
た
り
、
鑑
賞

性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
修
理
例
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　
会
期
中
、
4
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す（
3
月

開
催
分
は
本
誌
前
号
12
ペ
ー
ジ
、4
月
開
催
分
は
本
誌
12
ペ
ー

ジ
参
照
）。
実
際
に
文
化
財
を
修
理
し
て
い
る
若
き
技
術
者
た

ち
が
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
話
を
展
開
す
る
回
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

（
瀬
谷
愛
）

　
東
京
都
文
京
区
湯ゆ

島し
ま

に
立
つ
霊
雲
寺
は
、
元
禄
4
年

（
1
6
9
1
）5
代
将
軍
徳
川
綱つ
な

吉よ
し

と
側そ
ば

用よ
う

人に
ん

柳や
な
ぎ

沢さ
わ

吉よ
し

保や
す

の
帰
依

を
受
け
た
覚か
く

彦げ
ん

浄じ
ょ
う

厳ご
ん（

1
6
3
9
〜
1
7
0
2
）を
開
基
と
し
、

国
家
の
安
泰
を
祈
る
幕
府
の
祈
願
所
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

学
僧
と
し
て
も
世
に
知
ら
れ
た
浄
厳
は
、
真
言
教
学
、
梵ぼ
ん

字じ

悉し
っ

曇た
ん

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）学
に
関
す
る
多
く
の
研
究
書
を
著
し
、
ま
た

仏
教
徒
と
し
て
の
戒
律
護
持
の
大
切
さ
を
丁
寧
に
説
い
て
、
幕
府

の
厚
い
信
頼
を
得
ま
し
た
。一
方
で
、
江
戸
庶
民
を
対
象
に
も
多

く
の
灌か
ん

頂じ
ょ
う

、
授
戒
を
行
っ
て
お
り
、
霊
雲
寺
は
民
衆
に
も
寄
り
添

う
存
在
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
霊
雲
寺
が
所
蔵
す
る
名
宝
と
当
館
所
蔵
の
関

連
資
料
を
と
も
に
展
示
し
、
霊
雲
寺
と
寺
宝
の
魅
力
、
浄
厳
の
行

状
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。観
覧
後
は
、上
野
公
園
か
ら
不し
の
ば
ず
の
い
け

忍
池
、

湯
島
天
神
を
経
て
霊
雲
寺
へ
、
ま
た
浄
厳
の
墓
所
で
あ
る
根ね

津づ

の

妙み
ょ
う

極ご
く

院い
ん

ま
で
足
を
延
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
? 

（
瀬
谷
愛
）

　
懐
石
と
は
、
茶ち
ゃ

事じ

と
呼
ば
れ
る
お
茶（
抹
茶
）を
ふ
る
ま
う
会

に
お
い
て
、
亭
主
が
客
人
に
提
供
す
る
料
理
の
こ
と
で
す
。
懐
石

の
形
式
は
、
も
と
は「
一い
ち

汁じ
ゅ
う

三さ
ん

菜さ
い

」と
い
う
質
素
な
も
の
で
し
た

が
、
時
代
を
経
て
料
理
の
数
を
増
や
し
、
今
日
で
は
配
膳
に
応

じ
て
椀
、
向む
こ
う

付づ
け

、
鉢
、
皿
、
徳と
く

利り

、
酒し
ゅ

盃は
い

と
い
っ
た
多
種
の
う
つ

わ
が
登
場
し
ま
す
。
趣
向
を
こ
ら
し
た
う
つ
わ
選
び
も
、
も
て
な

し
に
は
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
り
ま
す
。
懐
石
の
う
つ
わ
に
は
主

に
漆
器
や
陶
磁
器
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
展
示
で
は
、
江

戸
時
代
中
期
に
調
え
ら
れ
た
5
代
中な
か

村む
ら

宗そ
う

哲て
つ

に
よ
る
漆
の
懐
石

具
一
式
と
、
長
く
茶
の
湯
で
愛
玩
さ
れ
て
き
た
陶
磁
器
の
う
つ
わ

を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
黄き

瀬せ

戸と

、
志し

野の

、
織お
り

部べ

と
い
っ
た
美み

濃の

の
や
き
も

の
や
、
唐か
ら

津つ

の
う
つ
わ
、
祥し
ょ
ん

瑞ず
い

、
古こ

染そ
め

付つ
け

な
ど
中
国
に
注
文
し

た
う
つ
わ
は
、
茶
の
湯
が
盛
ん
に
展
開
さ
れ
た
安
土
桃
山
時
代

か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
数
多
く
作
ら
れ
、
茶
の
湯
と
深

い
関
わ
り
の
あ
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
特
別
展「
茶
の
湯
」（
本
誌

2
ペ
ー
ジ
）と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

（
横
山
梓
）

◎放
ほう

犢
とく

図
ず

平林処林賛  
中国　元時代・14世紀
濃く墨染めされた肌裏
紙を除去したことによ
り、細かな水墨表現が
見えるようになりました

享
きょう

保
ほう

雛
びな

江戸時代・18～19世紀
江澤由三郎氏寄贈
とある事情により烏帽子を被れずにいたお
内裏様。対症修理により解決したのですが、
さてその事情とは…?  展示室の解説でお答
えしています

黄
き

瀬
せ

戸
と

筒
つつ

向
むこう

付
づけ

美濃　
安土桃山～江戸時代・
16～17世紀
広田松繁氏寄贈
椀の向こう側に置か
れることから、向付と
呼ばれます

古
こ

染
そめ

付
つけ

御
ご

所
しょ

車
ぐるま

図
ず

六
ろっ

角
かく

手
て

付
つき

鉢
はち

中国・景徳鎮窯　明時代・17世紀　広田松繁氏寄贈
御所車や装束に違和感が? 日本からの注文品は、中国
で主題を理解しないままに描かれ、何ともユニークです

江
え

戸
ど

名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

齋藤長秋筆
江戸時代・天保7年（1836）
徳川宗敬氏寄贈
「灌頂の闇よりいでてさくら
哉」。霊雲寺で灌頂を受け、目
隠しの闇と心の闇が同時に晴
れる喜びが詠まれています

◎弥
み

勒
ろく

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

鎌倉時代・13世紀
東京・霊雲寺蔵
災害や罪業を消滅させる密教
の修法、息災法の本尊で、中
央に弥勒菩薩が坐しています

6

江
戸
幕
府
と
江
戸
庶
民
を
支
え
た
寺
院

 

特
集「
幕ば

く

府ふ

祈き

願が
ん

所じ
ょ 霊れ

い

雲う
ん

寺じ

の
名め

い

宝ほ
う

」

4
月
25
日（
火
）〜
6
月
4
日（
日
）

●
本
館

　
特
別
2
室

「
茶
の
湯
」展
を
さ
ら
に
楽
し
む
関
連
展
示

 

特
集「 

懐か
い

石せ
き

の
う
つ
わ
」

4
月
18
日（
火
）〜
5
月
21
日（
日
）

●
本
館
14
室

今
年
は「
対
症
修
理
」に
注
目
で
す

 

特
集「 

東と
う

京き
ょ
う

国こ
く

立り
つ

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保ほ

存ぞ
ん

と
修し

ゅ
う

理り

」

3
月
22
日（
水
）〜
4
月
16
日（
日
）

●
平
成
館

　
企
画
展
示
室

注目の 特 集



　
平
安
時
代
後
期
の
武
将
、
源
み
な
も
と
の

頼よ
り

政ま
さ

が
鵺ぬ
え

を
退

治
し
た
こ
と
か
ら
天
皇
よ
り
賜
っ
た
と
さ
れ
る
太
刀

で
、由
来
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が「
獅
子
王
」

の
号
が
あ
り
ま
す
。
刀
身
は
平
安
時
代
の
終
わ
り

に
大
和
国
で
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
刀

装
は
そ
れ
よ
り
後
の
鎌
倉
時
代
の
作
と
み
ら
れ
、

こ
う
し
た
柄つ
か

、
鞘さ
や

、
金
具
の
す
べ
て
を
黒
漆
塗
と

し
た
太
刀
の
刀
装
は「
黒こ
く

漆し
つ
の

太た

刀ち

」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
刀
装
は
、
時
代
を
経
る
な
か
で
誂あ
つ
ら

え
直
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
獅
子
王
の
よ
う
に
刀
身
と
古

く
か
ら
の
刀
装
が
セ
ッ
ト
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
極

め
て
稀
で
す
。 

（
酒
井
元
樹
）

　
し
だ
れ
桜
の
下
、
娘
と
侍
女
。
娘
は
豪
華
な
武

家
風
の
装
い
で
、
舞
い
降
り
る
花
び
ら
を
キ
ャ
ッ

チ
し
よ
う
と
右
手
を
広
げ
、
全
身
で
弓
形
の
姿
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
右
袖
前
に
も
花
び
ら
が
ひ
と

ひ
ら
、
右
下
に
は
３
匹
の
蝶
。

　
唐
代
の
美
人「
楚そ

蓮れ
ん

香こ
う

」が
外
出
す
る
と
、
美

し
い
顔
立
ち
と
よ
い
香
り
に
、
蝶
が
花
と
間
違
え

舞
い
寄
っ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の「
楚
蓮
香
」

見
立
て
な
の
で
し
ょ
う
。

　
で
も
裾
か
ら
覗
く
の
は
、足
袋
で
は
な
く
素
足
。

武
家
姿
で
は
な
い
の
で
す
。
芦
雪
は
、
武
家
で
な

い
女
性
を
絵
の
中
で
武
家
風
に
コ
ス
プ
レ
さ
せ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
視
覚
ト
リ
ッ
ク
の「
妙
」を
、

実
際
に
作
品
の
前
に
立
っ
て
確
か
め
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

（
山
下
善
也
）

　
舞
楽
は
、
中
国
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
雅が

楽が
く

と
い

う
音
楽
に
舞
を
つ
け
た
も
の
で
、
演
目
に
合
わ
せ

た
舞
楽
面
と
装
束
を
ま
と
っ
て
舞
わ
れ
ま
す
。
宮

廷
貴
族
に
好
ま
れ
た
た
め
、
舞
楽
装
束
は
、
広
い

袖
に
長
い
裾
を
と
も
な
っ
た
優
雅
な
形
を
し
て
い

ま
す
。

　
本
館
9
室
の
恒
例
の
展
示
で
す
が
、
今
年
は
朝

鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
右う

方ほ
う

高こ

麗ま

楽が
く

の

走は
し
り

舞ま
い「

貴き

徳と
く

」と
、
中
国
・
唐
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ

れ
る
左さ

方ほ
う

唐と
う

楽が
く

の
武ぶ
の

舞ま
い「

陪ば
い

臚ろ

」の
装
束
を
中
心

に
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
常つ
ね

装し
ょ
う

束ぞ
く

も
合
わ
せ
て
展
示

し
ま
す
。
右
方
と
左
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
や
デ
ザ

イ
ン
を
比
較
し
な
が
ら
、
宮
廷
の
雅
な
文
化
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

（
小
山
弓
弦
葉
）

桜
おう

下
か

美
び

人
じん

図
ず

長沢芦雪筆
江戸時代・18世紀
蝶がいい匂いに誘われ舞
うほどの美人。鬼才芦雪
の優品です

舞
ぶ

楽
がく

装
しょう

束
ぞく

 貴
き

徳
とく

（裲
りょう

襠
とう

）
江戸時代・19世紀

舞
ぶ

楽
がく

装
しょう

束
ぞく

 陪
ばい

臚
ろ

（裲
りょう

襠
とう

）
江戸時代・19世紀

模
も

造
ぞう

 逆
さか

沢
おも

瀉
だか

威
おどしの

鎧
よろい

雛
ひな

形
がた

   堀越紫郷作　昭和時代・20世紀
原品：平安時代・12世紀  宮内庁三の丸尚蔵館蔵
聖徳太子が幼少の頃の玩具として伝わったミニチュアの鎧兜を模した雛形です

有
ゆう

職
そく

菓
か

子
し

模
も

造
ぞう

江戸時代・19世紀　榊原芳野氏寄贈
味だけでなく、姿や彩りの美しさ、文学
的で雅な菓銘を競った有職菓子の雛形

　
雛
形
に
は
、
実
物
を
小
さ
く
か
た
ど
っ
て
作
っ

た
も
の
、
模
型
、
形
式
・
様
式
を
示
す
見
本
、
書

式
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
室
町

時
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
犬い
ぬ

追お
う

物も
の

の
様
子
を
伝
え
る

武
田
流
犬
追
物
雛
形
。
江
戸
時
代
の
同ど
う

心し
ん

が
犯

人
逮
捕
の
技
術
を
習
熟
す
る
た
め
の
早は
や

縄な
わ

掛か
け

様よ
う

雛ひ
な

形が
た

。
ま
た
宮
廷
や
神
社
に
伝
わ
っ
た
美
し
い
有ゆ
う

職そ
く

菓か

子し

の
雛
形
、
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
髪
形
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
も
あ
り
ま
す
。
最
先
端
の
流
行
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
や
、
伝
統
的
な
技
法
な

ど
を
今
日
に
伝
え
る
、
多
彩
で
楽
し
い
雛
形
の
世

界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
高
橋
裕
次
）

◎太
た

刀
ち

 無銘 大
やま

和
と

物
もの

（号 獅
し

子
し

王
おう

）
平安時代・12世紀

黒漆太刀の現存作例は極めて少なく、その理解はこれからの
課題です

◎黒
こく

漆
しつの

太
た

刀
ち

（◎太刀 無銘 大和物（号 獅子王）の拵
こしらえ

）

頭からかぶって着るベストのような裲襠。演目によっ
て形も模様も異なります

（部分）

7

本館
日本に出会う

総合文化展 ｜ 見どころ案内

3
月
22
日（
水
）〜
6
月
4
日（
日
）

本
館
8
室
　
書
画
の
展
開

本
館
9
室
　
能
と
歌
舞
伎

本
館
5 

6
室
　
武
士
の
装
い

本
館
15
室
　
歴
史
の
記
録
　

刀
身
＆
刀
装
、
合
わ
せ
て
見
る
べ
し
！

重
文

　
太た

刀ち 

無む

銘め
い 

大や
ま

和と

物も
の

　
　（
号ご

う 

獅し

子し

王お
う

）

3
月
22
日（
水
）〜
4
月
16
日（
日
）

芦
雪
の
ト
リ
プ
ル
イ
メ
ー
ジ
！

「
桜お

う

下か

美び

人じ
ん

図ず

」

4
月
18
日（
火
）〜
6
月
11
日（
日
）

右
方
？ 

左
方
？

演
目
の
違
い
で
衣
装
を
比
較

「
舞ぶ

楽が
く

装し
ょ
う

束ぞ
く

」

4
月
18
日（
火
）〜
6
月
11
日（
日
）

ミ
ニ
チ
ュ
ア
、
模
型
、
見
本
…

そ
の
多
彩
な
世
界
へ
ご
招
待

「
雛ひ

な

形が
た

」
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4/11

5/7

火

日

（部分）

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

茶の美術

入 

口

1 ̶ 1

4

本館       室

本館       室
本館       室

4
5

国宝室

茶の美術
武士の装い 
―平安～江戸

特別1室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

3 ̶ 3

3 ̶  2

3 ̶  1

1 ̶  21 ̶  1

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

仏教の美術
―平安～室町

宮廷の美術
―平安～室町

禅と水墨画
―鎌倉～室町

仏教の興隆
―飛鳥・奈良

2

仏教の美術 
―平安～室町

3 ̶ 1

仏教の興隆
―飛鳥・奈良

1 ̶ 2

国宝室

2

袈
け

裟
さ

襷
だすき

文
もん

銅
どう

鐸
たく

（三
さん

遠
えん

式
しき

）
静岡県浜松市北区
細江町中川（悪ヶ谷）出土
弥生時代（後期）・1～3世紀
鹿と水鳥を描いた大きくて華麗
な銅鐸です

3 ̶ 2

宮廷の美術 
―平安～室町

術の流れ
戸まで、
 どる日本美術史  

3 ̶ 3

禅と水墨画
―鎌倉～室町

8-9ページに掲載の作品について、音声と文字による詳しい解説を、スマートフォン向けアプリ「トーハクなび」で公開しています。一部作品は対象外となりますので、展示室でトーハクなびマーク を
ご確認ください。　＊展示室で音声ガイドをご利用になる場合は、イヤフォンが必要です。　 は「博物館でお花見を」関連作品です

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

　飛鳥時代・7世紀
法隆寺献納宝物のなかでただ一つの
木彫像で、クスノキで作られています

◎准
じゅん

胝
てい

観
かん

音
のん

像
ぞう

平安時代・12世紀
田中親美氏寄贈
平安仏画の美しさと
鎌倉仏画の力強さを
共に宿す点が魅力で
す

志
し

野
の

茶
ちゃ

碗
わん

 銘 振
ふり

袖
そで

　美濃
安土桃山～江戸時代・
16～17世紀
口縁が緩やかに起伏をなし、
細く柔らかな筆致の鉄絵が
特徴的です

号の由来は不明です
が、刀身とその刀装
が古くから伝わった
ことは貴重です

伽
が

藍
らん

石
せき

香
こう

合
ごう

　伊賀
江戸時代・17世紀
寺院建築の柱の下に置く
礎石の形を模した香合。素
朴な中に力強さが漂います

◎黒
こく

漆
しつの

太
た

刀
ち

（◎太刀 無銘 大和物
（号 獅子王）の拵

こしらえ

）　鎌倉時代・13～14世紀

◎太
た

刀
ち

 無
む

銘
めい

 大
や ま と

和物
もの

（号 獅
し

子
し

王
おう

）
平安時代・12世紀

◉金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

金
きん

字
じ

宝
ほう

塔
とう

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

平安時代・12世紀　岩手・大長壽院蔵
塔を形作るのはお経を書写した文字！ 
展示室でよ～く目を凝らしてみてください

◉法
ほ

華
け

経
きょう

巻第一（浅
せん

草
そう

寺
じ

経
きょう

）
平安時代・11世紀
華麗で繊細な平安時代後期の装飾経。
この時代を代表する優品です

◎馬
ば

医
い

草
そう

紙
し

鎌倉時代・文永4年（1267）
世にも稀な馬の医者の秘伝
書で、過去の名馬や薬草な
どを描きます

◎月
つき　なみ　ふう　ぞく　ず　びょう　ぶ

次風俗図屛風
室町時代・16世紀

（第一幀部分）

（部分）

（部分）

（部分）

（部分）

4/9 日 ◉花
か

下
か

遊
ゆう

楽
らく

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野長信筆　江戸時代・17世紀

報
ほう

恩
おん

経
きょう

　伝魚養筆　奈良時代・8世紀

すべての人々を救済する釈迦の行いを説いた
経典を、細字で上下2段に書いたものです

6/4 日

四
し

季
き

花
か

鳥
ちょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　狩野元信筆
室町時代・16世紀　個人蔵
元信による花鳥図屛風の名品。
生き生きとした鳥の動きにご注目！

◎四
し

季
き

花
か

鳥
ちょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　伝雪舟等楊筆
室町時代・15世紀
動植物が大きく、ほぼ実物大に描かれた
迫力満点の屛風です

（左隻）

6/4 日5/9 火

7/17 月・祝

◎埴
はに

輪
わ

 猿
さる

　伝茨城県行方市沖洲
大日塚古墳出土　古墳時代・6世紀
背中の子猿を気遣う母猿の姿を
表した、愛らしい埴輪です

7/9 日4/25 火

4/23 日3/22 水

五
ご

髻
けい

文
もん

殊
じゅ

像
ぞう

鎌倉時代・14世紀
松永安左エ門氏寄贈
最後の茶人と言われた松永耳庵（安
左エ門）が茶会で用いた画像です

5/28 日4/25 火

特別展「茶の湯」（本誌2ページ）に
関連した作品を中心に展示します。

5/28 日4/25 火

5/28 日4/25 火

6/11 日3/22 水

4/23 日3/22 水

（部分）

（部分）

4/23 日

3/22 水

年中行事を描
いた屛風の中
に、賑やかな花
見の光景が描
かれています

4/23 日

3/22 水

（部分）
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出 

口

5 6

能と歌舞伎

9

本館       室

本館       室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館       室

109

7 6

屛風と襖絵
―安土桃山・江戸

能と歌舞伎

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸

書画の展開
―安土桃山・江戸

武士の装い 
―平安～江戸

本館       室

特別2室

浮世絵と衣装 
―江戸

8 ̶ 2

8 ̶  1

7

【衣装】 

浮世絵と衣装 ―江戸10
【浮世絵】 

武士の装い 
―平安～江戸

日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

注
ちゅう

釈
しゃく

　後陽成天皇筆
安土桃山～江戸時代・17世紀　太田松子氏寄贈
天皇の好学を示す古典研究ノートの一葉です

屛風と襖絵 
―安土桃山・江戸

日本美 
縄文から江
ほんものでた必見

総合文化展 ｜ 見どころ案内

本館2階

［4月  5月］

桃
とう

源
げん

仙
せん

境
きょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

福田半香筆　江戸時代・安政2年（1855）
広がる桃源郷の平和な光景、仮想体験の
旅に出かけてみませんか？

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸8 ̶ 1

書画の展開
―安土桃山・江戸8 ̶ 2

鸕
う が

草
や

葺
ふき

不
あえ

合
ずの

尊
みこと

降
こう

誕
たん

図
ず

狩野探幽筆
江戸時代・17世紀　
金谷寛氏寄贈
神話の名場面を描いてい
ます。横につづく絵巻物
を縦に変換したような画
面は探幽の独創です

枝
し

垂
だれ

桜
ざくら

蒔
まき

絵
え

棗
なつめ

江戸時代・17世紀 
広田松繁氏寄贈
枝葉を巧みに配し、一本
の枝垂桜で器表を覆うよ
うなデザインです

◎黒
くろ

韋
かわ

肩
かた

妻
つま

取
どり

威
おどしの

胴
どう

丸
まる

室町時代・15世紀
濃紺と白、紅の色取りが華やかな胴丸で、
兜と袖を完備していて貴重です

桜
おう

下
か

美
び

人
じん

図
ず

長沢芦雪筆　
江戸時代・18世紀
美女のいい匂いに誘われ
飛ぶ蝶たち。芦雪の希少
な日本美人画です

瑠
る

璃
り

地
じ

染
そめ

付
つけ

蓮
はす

図
ず

水
みず

指
さし

伊万里
江戸時代・17世紀
瀟洒な趣が何とも心憎い、
初期伊万里の代表作です

桜
さくら

山
やま

吹
ぶき

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

俵屋宗達筆　江戸時代・17世紀
田沢房太郎氏寄贈
桜と山吹が奏でる春の景。色面による大胆
な画面構成が魅力的です

右
う

方
ほう

高
こ

麗
ま

楽
がく

の走
はしり

舞
まい

「貴
き

徳
とく

」と左
さ

方
ほう

唐
とう

楽
がく

の武
ぶの

舞
まい

「陪
ばい

臚
ろ

」の装束を中心に展示します。

舞
ぶ

楽
がく

装
しょう

束
ぞく

 貴
き

徳
とく

（裲
りょう

襠
とう

）
江戸時代・19世紀
走舞の裲襠は獣毛のような華やかな毛縁が
ついた勇壮な姿です

4/18 火 6/11 日
桜や山吹など春の花を描いた
浮世絵でお花見を！

北
ほっ

廓
かく

月
つき

の夜
よ

桜
ざくら

　
歌川国貞（三代豊国）筆
江戸時代・19世紀
吉原大門から、メインス
トリート仲之町の夜桜を
望む江戸の粋

狩
かり

衣
ぎぬ

 
紺
こん

地
じ

雲
うん

龍
りゅう

丸
まる

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
龍の模様を織り出した華やかな
金襴の狩衣です

謡曲「春
かす

日
が

龍
りゅう

神
じん

」をテーマに、
江戸時代の能面・能装束を中
心に展示します。

4/16 日

春の訪れが感じられる花の模様や、
江戸時代の婚礼衣装を中心に紹介
します。

小
こ

袖
そで

 茶
ちゃ

平
へい

絹
けん

地
じ

椿
つばき

枝
し

垂
だれ

柳
やなぎ

掛
かけ

軸
じく

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
雛形本にも掲載されるデザイン。
友禅染の優品です

4/16 日

○東
あずま

扇
おうぎ

・中
なか

村
むら

仲
なか

蔵
ぞう

　勝川春章筆
江戸時代・18世紀
忠臣蔵の斧定九郎（おのさだくろう）を演じ
る中村仲蔵が似顔で描かれています

初夏らしい浮世絵とめずらしい企画の
揃物版画作品を展示します。

5/16 火 6/11 日
藤・牡丹・桐など、春の終わりから初
夏にかけて咲く花の模様や風景のき
ものを展示します。

◎小
こ

袖
そで

茶
ちゃ

綸
りん

子
ず

地
じ

四
し

季
き

耕
こう

作
さく

風
ふう

景
けい

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀
一領のきものに友禅染で染めた田植
えや稲刈りなど四季折々の農耕風景

4/18 火 6/11 日

4/16 日

5/9 火 7/30 日

（右隻）

（左隻）

金
きん

太
た

郎
ろう

　勝川春英筆
江戸時代・18世紀
子供の健やかな成長を金太郎に託し
た元気で明るい作品です

金太郎など男の子の節句にちなんだ作
品と藤を描いた浮世絵を展示します。

4/18 火 5/14 日

3/22 水 4/16 日

4/16 日3/22 水

5/28 日

4/25 火

4/23 日3/22 水

（部分）

6/25 日5/9 火

4/18 火 5/7 日

特集
「平成29年新指定 国宝・重要文化財」
主催： 文化庁、東京国立博物館

4/18 火 5/7 日

特集
「平成29年新指定 国宝・重要文化財」
主催： 文化庁、東京国立博物館

（部分）



　
中
国
の
代
表
的
な
漆
芸
は
彫ち
ょ
う

漆し
つ

で
す
。
漆
を

塗
り
重
ね
て
層
を
作
り
、
そ
の
漆
の
層
を
彫
刻

す
る
技
法
で
あ
り
、
宋
時
代
以
後
に
広
く
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
黒
漆
の
彫
漆
を
堆

黒
、
朱
漆
の
彫
漆
を
堆つ
い

朱し
ゅ

と
い
い
ま
す
。
こ
の

堆
黒
盆
は
南
宋
時
代
の
制
作
で
あ
り
、
そ
こ
に

施
さ
れ
て
い
る
技
法
や
表
現
を
見
て
ゆ
く
と
、

後
世
の
彫
漆
作
品
に
比
べ
て
、
ま
だ
漆
の
層
は

薄
く
、
花か

卉き

・
楼
閣
・
人
物
・
石
畳
を
表
わ
す
彫

刻
は
た
ど
た
ど
し
く
、
い
じ
ら
し
い
一
生
懸
命

さ
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
彫
漆
の
礎
と
も
い
う
べ

き
作
品
で
す
。 

（
猪
熊
兼
樹
）

　
自
然
の
中
に
虫
や
鳥
、
獣
を
描
い
た
作
品
は

一
見
、
目
に
し
た
光
景
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
よ

う
に
も
見
え
ま
す
が
、
モ
チ
ー
フ
に
選
択
さ
れ

て
い
る
も
の
に
は
基
本
的
に
吉
祥
の
意
味
が
隠

さ
れ
て
い
ま
す
。
画
家
た
ち
は
古
画
か
ら
学
ん

だ
成
果
を
消
化
し
独
自
の
工
夫
を
加
え
て
、
め

で
た
い
動
植
物
を
描
い
て
き
ま
し
た
。

　
明
代
の
画
家
・
呂り
ょ

健け
ん

に
よ
る「
崑こ
ん

崙ろ
ん

松し
ょ
う

鶴か
く

図ず

軸じ
く

」も
そ
の
よ
う
な
作
品
の
一
つ
。
鶴
も
松
も
古

く
か
ら
長
寿
の
象
徴
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
緻
密
な
羽
毛
描
写
や
霞
た
な
び
く
幽
遠
な

背
景
山
水
に
、
宋
代
絵
画
学
習
の
痕
跡
が
見
ら

れ
る
一
方
、
巨
大
な
松
と
華
奢
な
鶴
の
対
比
に
、

彼
独
特
の
美
意
識
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
他
、

鮮
や
か
な
色
彩
が
美
し
い
、
元
か
ら
清
代
の
草

虫
図
、
花
鳥
図
、
走
獣
図
を
展
示
し
ま
す
。

 
 （

植
松
瑞
希
）

崑
こん

崙
ろん

松
しょう

鶴
かく

図
ず

軸
じく

呂健筆　中国　
明時代・16～17世紀
呂健は明代を代表する
花鳥画家・呂紀（りょき）
の曾孫です。

雁
がん

塔
とう

聖
しょう

教
きょう

序
じょ

褚遂良筆　中国　原跡：唐時代・永徽4年（653）　高島菊次郎氏寄贈
しなやかで気品に満ちたこの楷書は、唐の四大家の1人、褚遂良の名品です

　
南
北
統
一
を
果
た
し
た
隋
の
時
代
、
優
雅
さ

と
険
し
さ
と
い
っ
た
南
北
そ
れ
ぞ
れ
に
行
わ
れ

て
い
た
字
姿
は
融
合
さ
れ
、
均
整
の
と
れ
た
造

形
美
を
た
た
え
る
楷か
い

書し
ょ

が
出
現
し
ま
す
。
唐
時

代
の
書
は
そ
れ
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
唐
初
の

虞ぐ

世せ
い

南な
ん

・
欧お
う

陽よ
う

詢じ
ゅ
ん

・
褚ち
ょ

遂す
い

良り
ょ
う

ら
が
、
理
知
的
で

洗
練
さ
れ
た
美
の
極
致
と
も
い
う
べ
き
楷
書
を

完
成
し
、
や
が
て
顔が
ん

真し
ん

卿け
い

が
特
異
な
筆
使
い
を

ま
じ
え
て
、
ど
こ
か
人
間
味
の
あ
る
雄
渾
な
字

姿
を
示
し
ま
し
た
。
後
世
の
規
範
と
も
な
っ
た

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
楷
書
を
は
じ
め
、
隋
唐
時

代
の
多
彩
な
書
の
世
界
を
、
各
種
の
拓
本
か
ら

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

（
六
人
部
克
典
）

楼
ろう

閣
かく

人
じん

物
ぶつ

堆
つい

黒
こく

盆
ぼん

中国　南宋時代・12～13世紀
空には月が浮かび、月面では桂の樹の
もとでウサギが臼をついてます

金
こん

銅
どう

冠
かんむり

朝鮮
三国時代（加耶）・5～ 6世紀　小倉コレクション保存会寄贈
金銅板を縁取るように、波形の文様が彫り込まれています

　
朝
鮮
半
島
の
三
国
時
代
に
は
各
地
に
有
力
者

が
現
れ
、
古
墳
の
造
営
や
様
々
な
金
属
製
品
で

個
性
を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
冠
は
、
東
南
部
の
加か

耶や

諸
国
の
う
ち
、

慶
尚
北
道
高
霊
を
中
心
に
栄
え
、
加
耶
の
指
導

的
立
場
に
あ
っ
た「
大
加
耶
」に
特
徴
的
な
形
を

し
て
い
ま
す
。頭
に
巻
く
部
分（
冠か
ん

帯た
い

）の
上
に
、

幅
の
広
い
立
飾
が
つ
き
、
そ
の
両
側
に
枝
が
生

え
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
純
金
の
冠
は
王
だ
け
の
も
の
で
、
王
に
次
ぐ

地
方
首
長
は
金
銅
の
冠
を
用
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
冠
は
、
大
加
耶
の
王
の
影
響
下
に
あ
っ
た

有
力
首
長
の
も
の
で
し
ょ
う
。 

（
白
井
克
也
）

（部分）

（部分）

10

東洋館
アジアを旅する

総合文化展 ｜ 見どころ案内

10
東洋館

室

実
は
お
め
で
た
い
モ
チ
ー
フ
な
ん
で
す

「
描え

が

か
れ
た
虫む

し

・
鳥と

り

・
獣け

も
の

」

4
月
11
日（
火
）〜
5
月
14
日（
日
）

拓
本
で
見
る
多
彩
な
楷
書
の
世
界

「
隋ず

い

唐と
う

時じ

代だ
い

の
書し

ょ

―
拓た

く

本ほ
ん

の
世せ

界か
い

―
」

4
月
25
日（
火
）〜
6
月
25
日（
日
）

       「
中
国
の
書
跡
」

8
東洋館

室

中
国
彫
漆
の
礎
が
こ
こ
に

楼ろ
う

閣か
く

人じ
ん

物ぶ
つ

堆つ
い

黒こ
く

盆ぼ
ん

4
月
18
日（
火
）〜
7
月
23
日（
日
）

＊
5
月
9
日（
火
）〜
6
月
4
日（
日
）は
特
別
展「
茶
の
湯
」

　（
本
誌
2
ペ
ー
ジ
）で
展
示
し
ま
す
。

       「
中
国
の
漆
工
」

冠
の
形
で
個
性
を
競
う

金こ
ん

銅ど
う

冠か
ん
む
り

4
月
25
日（
火
）〜
10
月
15
日（
日
）

       「
朝
鮮
の
磨
製
石
器
と
金
属
器
」

9
東洋館

室

       「
中
国
の
絵
画
」

8
東洋館

室



環
かん

状
じょう

提
てい

瓶
へい

古墳時代・6世紀
広島県安芸高田市奥田山出土
水筒のように用いられたようですが、
独特の形は高句麗に類例があります

　
古
墳
時
代
の
日
本
列
島
で
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の

新
た
な
技
術
で
作
ら
れ
始
め
た
土
器
が
、
須
恵
器
で

す
。
斜
面
に
設
け
ら
れ
た
窖あ
な

窯が
ま

で
高
温
で
焼
か
れ
、

窯
の
焚
口
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
で
灰
色
に
焼
き
上
げ
ら
れ

た
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
土は

師じ

器き

に
は
見
ら
れ
な
い
金

属
的
な
質
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
須
恵
器
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
い

方
と
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
甕か
め

は
食
料
や
液

体
を
貯
蔵
す
る
の
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
お
椀
の
形

に
脚
が
つ
い
た
高た
か

坏つ
き

は
、
食
事
を
盛
る
た
め
の
器
で

す
が
、
須
恵
器
に
は
脚
が
な
い
蓋ふ
た

坏つ
き

も
登
場
す
る
こ

と
か
ら
、
食
器
を
手
に
持
っ
て
食
べ
る
習
慣
は
こ
の

頃
に
始
ま
っ
た
と
も
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
胴
に
穴
の
開
い
た
は
そ
う

は
、
こ
の
穴
に
竹
の
棒
な
ど

を
指
し
て
、
急
須
の
よ
う
に
液
体
を
注
ぐ
た
め
に
用

い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
半
島
の
古

墳
で
は

を
金
属
で
再
現
し
た
例
が
あ
り
、
細
長
い

注
口
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
こ
の
よ
う
な
須
恵
器
の
造
形
の
多

様
性
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
白
井
克
也
）

　
聖
徳
太
子
の
追
善
供
養
の
た
め
、
光
明
皇
后
が

法
隆
寺
へ
施
入
し
た
鏡
で
、
天
平
19
年（
7
4
7
）

成
立
の『
法ほ
う

隆り
ゅ
う

寺じ

伽が

藍ら
ん

縁え
ん

起ぎ
な
ら
び
に

流る

記き

資し

材ざ
い

帳ち
ょ
う

』に

記
載
さ
れ
た「
海
磯
形
」の
鏡
が
こ
の
2
面
に
相
当

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
面
と
も
に
紐
を
通

す
た
め
の
突
起
を
中
心
と
し
て
、
四
方
に
山
岳
を

配
し
て
間
地
を
波
濤
で
埋
め
尽
く
し
、
波
の
中
に
は

船
に
乗
り
網
を
打
つ
人
物
や
鴨
、
山
岳
の
樹
林
に

は
鹿
な
ど
の
鳥
獣
を
描
く
な
ど
、
基
本
的
な
図
様

構
成
は
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
細
部
に
は
明

確
な
差
異
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
は
片
方
を

原
型
と
し
て
、
も
う
一

方
を
コ
ピ
ー
し
て
製
作

さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
そ
の
手
順
や
技
法

に
つ
い
て
は
不
明
な
点

が
多
く
、
ミ
ス
テ
リ
ア

ス
な
魅
力
を
湛
え
て
い

ま
す
。 

（
末
兼
俊
彦
） 

 

◉海
かい

磯
き

鏡
きょう

唐または奈良時代・8世紀
聖徳太子の忌日にあたる天
平8年（736）2月22日に光
明皇后が施入した鏡です

10 0 0 年後の未来に    バトンタッチ！

さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方
法

保
存
と
修
理
情
報
40

木造の仏像：彩色の状態を見ながらたまった
ほこり汚れを刷毛で払います

大理石の仏像：粘土を使ったパックでクリー
ニング（右は汚れを吸ったパック）

藤盆：藤細工に付着した汚れを、ろ過水など
を含ませた綿棒でていねいにふき取ります

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
文
化
財
の

修
理
工
程
で
か
か
せ
な
い
重
要

な
作
業
で
す
。
た
だ
し
、
た
だ
キ

レ
イ
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
歴
史
的
な
経
緯
に

よ
っ
て
付
着
、
蓄
積
し
た
も
の
が

重
要
な
情
報
で
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め「
除
去
し
て
よ

い
も
の
か
」「
除
去
可
能
な
も
の

か
」「
ど
こ
ま
で
除
去
す
る
か
」

「
残
し
な
が
ら
展
示
・
保
存
が
可

能
か
」な
ど
を
話
し
合
い
、
文
化

財
の
状
態
に
合
わ
せ
た
処
置
方

針
を
立
て
ま
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
行
う
こ
と
で
、
文
化
財
は
鑑
賞

し
や
す
く
、
保
管
時
も
劣
化
状
態

の
確
認
が
容
易
で
、
さ
ら
に
、
問

題
が
生
じ
た
時
に
も
気
づ
き
や
す

い
環
境
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
種
類
や
損
傷

状
態
、
汚
れ
な
ど
の
付
着
物
の
種

類
に
よ
っ
て
も
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
毛
先
が

細
く
柔
ら
か
い
筆
や
刷は

毛け

で
払
う

方
法
、
消
し
ゴ
ム
の
粉
な
ど
樹
脂

に
吸
着
さ
せ
る
方
法
、
粘
土
の
吸

着
性
を
利
用
し
て
パ
ッ
ク
す
る
方

法
、
水
や
有
機
溶
剤
を
使
用
し
溶

解
さ
せ
る
方
法
な
ど
、
文
化
財
と

そ
の
状
態
に
合
わ
せ
た
方
法
を
テ

ス
ト
し
な
が
ら
選
択
し
ま
す
。
そ

し
て
、
今
ま
で
展
示
が
で
き
な

か
っ
た
多
く
の
収
蔵
品
が
、
再
び

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
日
々
作
業
を
し

て
い
ま
す
。 

（
野
中
昭
美
）

11

平成館
考古で遊ぶ

総合文化展 ｜ 見どころ案内

法隆寺宝物館
宝物に浸る

総合文化展 ｜ 見どころ案内

3
月
7
日（
火
）〜
6
月
11
日（
日
）

● 

平
成
館
　
考
古
展
示
室

ど
う
使
う
？ 

想
像
を
か
き
た
て
る
多
様
性

特
集 

「
須す

恵え

器き

の
展て

ん

開か
い

」

通
年

● 

法
隆
寺
宝
物
館

　
第
5
室

謎
に
満
ち
た
2
面
の
古
代
鏡

「
国
宝 

海か
い

磯き

鏡き
ょ
う

」



教育普及事業

特別展「茶の湯」（本誌2ページ）に関連し、近代の茶の湯において用いられ
た仏画の意義を、最後の茶人と評された松永耳庵（安左エ門）氏寄贈の仏画
を通して考えます。

中国石
せっ
窟
くつ
の仏像

日時： 5月9日（火）14：00～ 14：30　東洋館ミュージアムシアター
講師：勝木言一郎（教育講座室長）
雲
うん

崗
こう

石窟、龍
りゅう

門
もん

石窟、響
きょう

堂
どう

山
ざん

石窟、天
てん

龍
りゅう

山
ざん

石窟など、中国有数の石窟寺院の
解説を交えながら、東洋館にあるこれらの仏像の魅力について語ります。

幕府祈願所霊
れい
雲
うん
寺
じ
と開基浄

じょう
厳
ごん
　＊関連展示：本誌6ページ

日時： 5月16日（火）14：00～ 14：30　本館特別2室
講師：瀬谷愛（保存修復室主任研究員）
元禄4年（ 1691）幕府の祈願所として湯島に創建された霊雲寺と開基浄厳に
ついて、5代将軍徳川綱吉との交流も交えながらお話しします。

舞
ぶ
楽
がく
面・行

ぎょう
道
どう
面と仮面芸能の魅力

日時：5月23日（火）14：00～ 14：30　本館14室
講師：西木政統（絵画・彫刻室アソシエイトフェロー）
社寺の法会では、しばしば仮面を用いた芸能がおこなわれ、人々を楽しませ
ました。なかでも代表といえる舞楽面や行道面をもとに、その魅力に迫ります。

展覧会情報の調べ方について
日時： 5月30日（火）14：00～ 14：30

本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：住廣昭子（情報資料室員）
展覧会や展覧会カタログに関する情報の調べ方について、有用な文献やイン
ターネット上の情報源をご案内します。

国際博物館の日記念ガイダンス「トーハクへようこそ」
日時：5月18日（木）11：00～ 11：30、14：00～ 14：30
本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：小林牧（博物館教育課長）
トーハク初心者のみなさまに、博物館のしごとの裏側と  
今日のおすすめ作品を紹介します。

知る楽しみ、学ぶ喜び

講演会・ギャラリートーク・ガイダンス
講演会

「親と子のギャラリー『トーハクでバードウォッチング―キジやクジャク、
鳳凰が勢ぞろい―』の見方と特集展示ができるまで」　
＊関連展示：本誌5ページ
日時：5月27日（土）　13：30～ 15：00
講師： 勝木言一郎（教育講座室長）、神辺知加（教育講座室主任研究員）
会場：平成館大講堂　定員380名（先着順）
キジ科を代表するクジャク、そしてキジ科の鳥から着想を得て生み出した
鳳凰を作品から読み解くとともに、人とモノをつなぐための展示（構成や
手法など）についてお話しします。

＊ 聴講無料（ただし当日の入館料が必要）。＊開場は開始の30分前（予定）。

ギャラリートーク
保存と修理　立体作品修理の現場から　＊関連展示：本誌6ページ
日時：4月11日（火）14：00～ 14：30 　平成館企画展示室
講師：野中昭美（保存修復室アソシエイトフェロー）
考古遺物や工芸品などを見ながら、立体作品修理の難しさやおもしろさをお
伝えします。

ここに注目！保存と修理入門　＊関連展示：本誌6ページ
日時： 4月14日（金）18：30～ 19：00　平成館企画展示室
講師：瀬谷愛（保存修復室主任研究員）
展示室の解説には書ききれない、注目の    
ポイントや舞台裏についてお話しします。

近代茶人と仏画－松
まつ
永
なが
耳
じ
庵
あん
の場合

日時： 4月25日（火）14：00～ 14：30 
本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：沖松健次郎（絵画・彫刻室主任研究員）

気になる
ほー

当日参加
OKです！

あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

アートスタジオ 　勾
まが

玉
たま

作り
日時：①6月4日（日）　②7月2日（日）　いずれも13：30～15：30

会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：小学校3年生～中学生（保護者の見学可能）
定員：20名程度（応募者多数の場合は抽選）
参加費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）

申込方法：当館ウェブサイトのフォームか往復はがきでお申込みください。
往復はがきの場合は、「往信用裏面」に（1）参加者全員（2名まで）
の氏名・ふりがな、（2）参加者の郵便番号・住所（2名の場合は、
それぞれの住所）、（3）代表者の電話番号、（4）保護者が見学す
る場合はその人数を、「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・
氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。

申込締切：①5月8日（月）必着　②6月5日（月）必着
申込先：〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9

東京国立博物館ボランティア室　
①「6月4日勾玉作り」、または②「7月2日勾玉作り」係

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　ボランティア室

お茶会、庭園茶室ツアー 　運営変更のお知らせ
2017年4月より、ボランティアによるガイドツアーのうち、お茶会、庭園
茶室ツアーの実施時間と整理券配布方法を変更します。

ボランティアによるお茶会
実施時間：1席目　11：00～12：00　2席目　13：00～14：00

整理券配布方法：2席とも9：30から配布開始
整理券配布場所：本館エントランス（11室側）

庭園茶室ツアー
実施時間：11：00～12：00

整理券配布方法：9：30から配布開始
整理券配布場所：本館エントランス（11室側）

工程見本展示
平成29年度東京藝術大学大学院インターンシップ 
調査研究班「紅

びん

型
がた

」ができるまで

今回の工程見本は、沖縄の紅
びん

型
がた

をテーマに制作しまし
た。元となっている「紅型衣装　白

しろ

木
も

綿
めん

地
じ

牡
ぼ

丹
たん

模
も

様
よう

」
は、白地に牡丹の花・蕾・葉を密に染め出した作品です。複雑な模様構成や鮮
やかな色彩には、19世紀の沖縄・琉球王朝の時代に花開いた染色技術の粋が
尽くされています。現地調査と、現在手に入る材料での復元制作で、技術と文
化に迫ります。

場所：本館19室 みどりのライオン　期間：４月18日（火）～
○紅型制作
山田麻緒（ 東京藝術大学大学院美術研究科工芸専攻染織研究室 博士課程）
大小田万侑子（同 芸術学専攻美術教育 修士課程）

○デザイン
内山耀一朗（同 デザイン専攻視覚・伝達研究室 修士課程）
○進行
玉井あや（同　芸術学専攻工芸史研究室 修士課程）
月村紀乃（同　芸術学専攻工芸史研究室 修士課程）
※所属は2017年3月現在
＊ 原品「紅型衣装 白木綿地牡丹模様」は、    

7月25日（火）～ 9月3日（日）、本館16室にて展示

紅型衣装 白木綿地 
牡丹模様（原品）
第二尚氏時代・19世紀
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五感を使った美術体験

ツアー
［はがき・Ｅメール］事前申込制

国際博物館の日記念ツアー
「上野の山でキジめぐり」
上野動物園、国立科学博物館、東京国立博物館の専門家と一緒に、様々なキ
ジの姿を見つけに行きましょう。目指せ、キジ博士！

日時：5月14日（日）9：00～12：30　
会場：上野動物園→国立科学博物館→東京国立博物館の順に巡ります。
対象：開催時に小学5年生以上
定員：30名（応募者多数の場合は抽選）
参加費：無料
持ち物：筆記具（鉛筆）・飲み物

申込方法： はがきまたはＥメールでお申込みください。
（1）講座名「上野の山でキジめぐり」、（2）参加希望者全員の氏名・
ふりがな・年齢（学年）、（3）代表者の住所・氏名・ふりがな、電

話番号、（4）質問１「このイベントを何で知りましたか？」及び質
問２「このイベントに関し、興味があること、または質問したいこ
と」への回答を明記のうえ、下記申込先にお送りください。

〈はがき〉 〒110-8711　東京都台東区上野公園9-83　
上野動物園 教育普及係「キジめぐり2017」

〈Ｅメール〉 kijimeguri2017@tokyo-zoo.net

（件名を「キジめぐり申込」としてください）
申込締切：〈はがき〉4月23日（日）必着　〈Ｅメール〉4月23日（日）送信分まで有効

＊ 1回の申込で、最大4名まで申込可。
＊ 応募者多数の場合は抽選とし、4月29日（土・祝）までに、当選者
にのみ参加証の発送をもって通知。
＊ 申込の際は、@tokyo-zoo.netからのＥメールを受信できるよう、
迷惑メールフィルターやメールソフトを設定してください。特に
携帯電話から申込の方はご注意ください。なお、自動返信などに
よる確認メールの送信はありません。

お問合せ： TEL　03-3828-5171（代表）　上野動物園 教育普及課 教育普及係
＊当日、取材が入る場合があります。また、職員が記録撮影をおこ
ないますので、ご了承ください。

＊ 事前申込プログラムにお申し込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信
トラブルの可能性もありますので、各申込先に電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
＊各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的のみ使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。
＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。

日本には、有形・無形の文化財を国が指定して保護する制度がありま

す。今回は、有形文化財が国宝に指定される仕組みについてざっくり

ご紹介します。

特集「平成 29年度新指定 国宝・重要文化財」
4月18日（火）～ 5月7日（日）　本館 8室、11室　主催：文化庁、東京国立博物館

 ほほーい！　ユリノキちゃん、トーハクには “こくほー ” がたくさんある
んだほー

 ええ、今88件（※1）あるから日本の国宝のだいたい 8
％くらいが保管されていることになるわね。

 すごいほー　で、“こくほー ”ってなんだほ？

 いろんな文化財の中で、作り方が特に難しかったり珍
しかったりするきれいなものや、昔の有名なおさむらい
さんや政治家の人に関係あるもの、歴史の中で重要な
ことを記録した紙など、「これは日本で大切にしなけれ
ばならない」というものを、国が「重要文化財」と決
めるんだけど、その中でも、特に大事なものが国宝よ。

 ほー　だれが決めるんだほ？

 うーん、誰かしら…

 トーハクくん、ユリノキちゃん、最後に決めるのは文部科学大臣よ。

 あ、広報室のKさん！

 文部科学大臣って文化財のことは全部知っているんだほ？

 もちろん、一人で決めるわけではないわ。文化財の調査をする美術や工芸、
考古など各分野の専門家が、文化庁っていう役所にいるんだけど、その
人たちが全国の文化財を調査して、文化財の価値や傷んでいるかどうか
によって重要文化財に指定する候補を決めるの。国宝は、すでに重要文
化財に指定されているものの中から選ばれるのよ。

 じゃあ、まず重要文化財にならないと国宝にはなれないんだほ？

 そうね。でも、重要文化財になってから国宝になるのに何十年もかかる
こともあるわ。

 どれを国宝にするかはどうやって決めるんですか？

 国宝を決めるための専門家が集まる審議会で文化庁が挙げたリストを元
に検討してどれを国宝にしたらよいか意見をまとめるの。現在（※2）メンバ
ーは各分野あわせて55人。全員が賛成したら国宝になるのよ。

 たくさんの専門家の人が相談して決めるのね。

 どうやったら国宝になれるんだほ？

 なりたい、って言っても簡単にはなれないわよ。

 そうね、誰かが「国宝にしてください！」と頼んでなるわけではないわね。
国宝は、重要文化財の中で、研究の結果新たなことがわかったり、国内
外の展覧会で多く公開され一般の皆さまによく知られるようになったり
して、その文化財の価値が高まったと考えられると選ばれます。例えば、
昨年トーハク所蔵の ｢ 洛

らく
中
ちゅう
洛
らく
外
がい
図
ず
屛
びょう
風
ぶ
（舟

ふな
木
き
本
ぼん
）｣ が国宝になったのは、

近年洛中洛外図やその筆者として岩
いわ
佐
さ
又
また
兵
べ
衛
え
に関する研究が進んでこの

作品の重要さが改めて認められたこと、またトーハクで ｢京都｣ 展（2013
年）が開催されるなど、多くの人の注目を集めて価値が高まった、という
ことで、重要文化財から国宝に「格上げ」されたのよ。

 ぼくもみんなにみてもらって有名になりたいほ。みんなぼくについて研究
してほしいほ！

 まずは重要文化財にしてもらわないとね…。

 国宝への道は長いほ。 ※ 1、2　2017年 3月現在 

今年国宝を決めた
会議が開かれる
東京国立博物館
本館会議室

国宝第1号　
「普賢菩薩像」　
平安時代・12世紀

昨年国宝に指定された「洛中洛外図屛風（舟木本）」　岩佐又兵衛筆　江戸時代・17世紀

国宝   ってなんだほ？
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イベント＆インフォメーション  

日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
毎日新聞社 様　
株式会社 大林組 様　
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様　
読売新聞社 様
三菱商事株式会社 様
凸版印刷株式会社 様

株式会社 三冷社 様 
株式会社 東京美術 様
日本通運株式会社 美術品事業部 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 古美術藪本 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様
株式会社 東京書芸館 様

特別会員 維持会員 団体

公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷コミュニケーションズ株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
TABIZURU FOUNDATION 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様

インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様 
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 名古屋支店 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 資生堂 様

東京国立博物館賛助会員　2017年3月14日現在

株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様
朝陽書道会 様
一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
全日本空輸株式会社 様
株式会社 清光社 様
一般社団法人 学士会 様

公益財団法人 書道芸術院 様
アズビル株式会社 様
セコム株式会社 様
株式会社 ニッセイコム 様
金剛株式会社 様
株式会社 鶴屋吉信 様
株式会社 ロイスダール 様
株式会社 GICジャパン 様

個人
プレミアム会員
岩間 良孝 様

特別会員
辻 泰二 様
谷川 紀彦 様
佐久間 基晴 様
田中 將介 様
井田 悦郎 様

維持会員
伊藤 信彦 様
籔内 匡人 様
服部 悦子 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様

上久保 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
髙瀬 正樹 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
是常 博 様
上野 孝一 様
北山 喜立 様
山田 泰子 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様

川澄 祐勝 様
神通 豊 様
神通 豊一 様
永久 幸範 様
石川 公子 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
松原 聡 様
野澤 智子 様
池谷 正夫 様
秦 芳彦 様
木谷 騏巳郎 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
髙橋 靜雄 様
田中 千秋 様
小西 晫也 様
髙見 康雄 様
田中 望 様

三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
細川 要子 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
上塚 建次 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
相良 多恵子 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
櫻井 恵 様

加藤 孝明 様
伊佐 健二 様
軽部 由香 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
菊地 昌弌 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
鈴木 春朝 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
安田 格 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
栗山 哲夫 様
榎本 享世 様
岡田 良雄 様
阿部 和加子 様
師田 久子 様

井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
村井 明美 様
小塚 泰博 様
星 八郎 様
西永 義久 様
田中 節山 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
関口 大志 様
栁村 衛 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
松前 達郎 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
新保 幸男 様
中野 俊介 様
井出 宗則 様

土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様
佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
谷内 英一 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
長嶋 益子 様
富山 仁美 様
髙山 真行 様
渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
供田 扶美 様
福武 正廣 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様
加藤 正叙 様

蔵口 真理 様
宮下 雅博 様
田代 雅彦 様
昆 政彦 様
中村 伸夫 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
佐野 淑子 様
中村 光宏 様
菅野 良子 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
石飛 博光 様
清原 真里 様
角田 保行 様
三浦 基広 様
金光 真佐一 様
田辺 修一 様
水野 和良 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
武井 伸之 様

羽石 史生 様
前田 寿子 様
笠原 勉 様
高木 紘司 様
小河 恭子 様
田中 三伊 様
黒河 英俊 様
廣瀬 敏章 様
北田 俊也 様
岩本 みち子 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秋元 幸雄 様
中山 安弘 様
鈴木 健之 様
野田 和佳子 様
木村 則子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
本吉 丈夫 様
重田 綾子 様
五嶋 滋之 様
笹川 統 様
檀上 静香 様

岩佐 恵子 様
杉浦 礼子 様
向山 裕子 様
上島 啓祿 様
田中 眞知子 様
髙田 明典 様
根岸 順 様
小野 透 様
竹中 洋介 様
脇 素一郎 様
本條 陽子 様
福井 一夫 様
山神 英司 様
長井 真理 様
島谷 桂子 様
森本 文子 様
田頭 敦子 様
牧 裕子 様
南 佳菜子 様
沖 斗南 様
北爪 由紀夫 様
伊藤 隆 様
周藤 寛幸 様
山見 勝彦 様

庄司 浩 様
三宮 信秀 様
大貫 健司 様
中井 健二 様
萩原 美恵子 様
石井 延隆 様
佐々木 裕明 様
鶴谷 舞 様
原田 清朗 様
横田 恭三 様
和田 文彦 様
加田 知佳乃 様
北山 卓 様
眞鍋 敏子 様
荒井 淳子 様
伊藤 建次郎 様
宮森 景子 様
金光 秀行 様
田原 喬子 様
大山 仁 様
小田 周平 様
田島 ヨシ江 様
沼尻 昭 様
小森 義記 様

那須野 さや佳 様
佐藤 直哉 様
土志田 嘉 様
本保 順子 様
佐藤 はるみ 様
面田 大介 様
佐藤 義昭 様
楠 冨久美 様
三浦 邦夫 様
近藤 雅美 様
新関 日出夫 様
坂田 浩一 様
粂田 啓一 様

ほか123名3社、
順不同

東京国立博物館賛助会員募集のご案内
東京国立博物館では賛助会制度を設け、当館の活動を幅広く
ご支援いただいております。賛助会員よりいただいた会費は、
文化財の購入・修理、調査研究・総合文化展・施設整備等の充実
にあてております。どうか賛助会の趣旨にご理解ご賛同をいた
だき、ご入会くださいますようお願い申し上げます。

入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）有効。
◉年会費
〈団体〉 プレミアム会員　1,000万円以上
 特別会員　100万円（1口）
 維持会員　20万円
〈個人〉 プレミアム会員　100万円以上
 特別会員　20万円／維持会員　5万円

◉主な特典
●特別展の内覧会にご招待
●東京国立博物館ニュースの送付
◉申込方法
当館窓口のほか、当館ウェブサイト（クレジット
カード決済）、銀行振込で随時受け付けています。
◉お問合せ
東京国立博物館総務部 賛助会担当
電話　03-3822-1111（代）

日時： 2017年6月24日（土）   
13：00開場　13：30開演

会場： 東京国立博物館　平成館大講堂
出演： 金原亭馬生・金原亭馬治・金原亭馬玉・ 

金原亭馬久・花島世津子 他　（予定）
料金： 2,000円（全席自由）
＊ 当日は公演のチケットで総合文化展をご覧いただけます。
＊ チケットは正門チケット売場、およびローソンチケットにて 

ご購入いただけます。
＊ 詳しいチケットのお求め方法は、当館ウェブサイトでご確認ください。

お問合わせ：TEL：03-3822-1111（代）総務課イベント担当　
＊ イベントの詳細は、当館ウェブサイトでご確認ください。

初夏東博寄席

上野地区の文化施設を網羅したスタンプラリー付き
共通入場券「UENO WELCOME PASSPORT」。
上野地区の10施設の常設展等に期間中各1回入場
できます。今回は特別展も観覧できるパスポートも
初登場！上野散策のお供にぜひご利用ください。
販売・利用期間：2017年4月1日（土）～9月30日（土）
販売価格：パスポート2,000円（税込）、特別展付
パスポート3,000円（税込）
販売場所：東京国立博物館正門チケット窓口、 
対象の施設、エキュート上野、上野文化の杜オフィ
シャルサイトほかで販売。詳細はオフィシャルサイト
でご確認ください。　オフィシャルサイト　http://ueno-bunka.jp/

上野ウェルカムパスポート販売のお知らせ
5月18日の国際博物館の日を記念して、5月6日（土）～21日（日）の期間、上
野の博物館・美術館など13の施設と商店でさまざまなイベントを開催します。
当館では5月18日（木）を総合文化展無料観覧日とするほか、ガイダンス、上
野三館園連携事業「上野の山でキジめぐり」（本誌13ページ）などを開催。
公式ホームページ　http://www.ueno-mw.com/　（４月上旬公開予定）

上野ミュージアムウィーク　―「国際博物館の日」記念事業2017―

①「「慶長小袖」の所蔵者の変遷と染織品コレクター
田村春曉とのかかわり―重要文化財「小袖〈繡
箔風景四季花文〉」（文化庁所蔵）を中心に―」
荘加直子（日本女子大学大学院）

②「大正期の正倉院拝観資格の拡大と帝室博物
館総長森鷗外」

　田良島哲（当館博物館情報課長）
③「《資料紹介》重要文化財　准胝仏母像」
　沖松健次郎（当館絵画・彫刻室主任研究員）
お問合せ：当館ミュージアムショップまたは  
　　　　 中央公論事業出版（TEL：03-5244-5723）
定価：1,543円（税込）

『MUSEUM』666号（2017年2月15日発行）の掲載論文
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東京国立博物館利用案内
開館時間：
9:30～17:00（入館は閉館の30分前まで）
● 総合文化展は、金・土曜日および4月30日(日)、
5月3日(水・祝)・4日(木・祝)・7日(日)、11月2日
(木)は21：00まで

＊ 特別展「茶の湯」は、金・土曜日は20：00まで、日曜日および
5月3日（水・祝）・4日（木・祝）は18：00まで

● 4月～ 9月までの日曜・祝日は18：00まで
● 9月22日（金）・23日（土）は22：00まで
● いずれの場合も黒田記念館は17：00まで
休館日：
月曜日（祝日・休日に当たる場合は開館、翌平日休館）
年末年始（12月26日〈火〉～2018年1月1日〈月・祝〉）
● 3月27日（月）、4月3日（月）、5月1日（月）、8月14
日（月）、10月10日（火）、12月25日（月）、2018年
3月26日（月）は開館

● 12月12日（火）は臨時休館
＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更になる
ことがあります。

総合文化展観覧料金：
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料
● 国際博物館の日（5月18日〈木〉）、敬老の日（9月
18日〈月・祝〉）は、総合文化展のみ無料

東京国立博物館会員制度（2017年4月からの新制度）
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会
員制度をご用意しております。

友の会 　

 発行日から1年間有効
 年会費 8,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を6枚配布、本誌の定期購読、
ショップ、レストラン割引等様々な特典があります。

メンバーズプレミアムパス 　

 発行日から1年間有効
 年会費　一般5,000円、学生3,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を4枚配布します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
 発行日から1年間有効
 年会費　一般2,000円、学生1,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。

ニュース会員
東京国立博物館ニュースの定期購読　
 年会費　1,000円（6冊分）
【特典】 年6回東京国立博物館ニュースをご自宅に送付
いたします。メンバーズプレミアムパスとの同時申し込み
で100円割引。
＊次号よりご送付希望の場合、締切は5月10日（水）です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口
　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします
（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト
　専用申込フォームからお申し込みください（クレ
ジットカードまたは郵便振替（振替用紙を送付））。
3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4館
共通、ニュース）、②区分（一般、学生）③氏名（ふ
りがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号、⑦
年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガジン
希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記口座ま
でお振替ください。
加入者名：東京国立博物館会員制度
口座番号：00140-3-791791
● 振込用紙の半券が領収書になります。有効期限
終了まで保管してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。
＊一度収められた料金の払い戻しはいたしません。
＊各種イベントのお申込みに際してご提供いただいた個人情
報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情
報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽
くします。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）総務課会員制度担当
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）

FAX 03-3821-9680

広報大使就任2年目、今年度からは、もっとみなさまと会えるよう、
活動機会を増やします！　登場予定は以下のとおりです。

日時

・毎月第1土曜日（8月を除く）
・5月18日（木）
・7月30日（日）
・9月18日（月・祝）
・9月22日（金）
・10月8日（日）
・2018年1月2日（火） 
・2018年3月26日（月）

   11：00～、13：00～、15：00～

場所  本館前
このほか、春・秋の庭園開放期間中および
特別展覧会開催中に、不定期で登場します。
＊予定は変更になる場合があります。
＊ 登場時間、場所は随時当館Twitter、

Facebook等で告知します。

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、
Twitter、Instagram、メールマガジンで！
東京国立博物館ウェブサイト　
http://www.tnm.jp/

特別展「タイ  ～仏の国の輝き～」チケットプレゼント

本誌3ページでご紹介した特別展「タイ ～仏の国の輝き～」（ 7月4日
〈火〉～ 8月27日〈日〉）の無料観覧券（ 10組20名様）をプレゼント。締
切は6月10日（土）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年
齢、ならびにこの号で一番おもしろかった記事をご記
入のうえ、下記までお送りください。発表は発送をもっ
て替えさせていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース4・5月号」プレゼント係

表紙：「有職菓子模造」 江戸時代・19世紀　榊原芳野氏寄贈（詳細は本誌7ページ）

○VR作品『江戸城の天守』～4月23日（日）

※徳川家光によってつくられた史上最大にして江
戸城最後の天守。その巨大な木造建築には当時
最高峰の技術が注がれました。明暦の大火で焼
失した天守は、いったいどんな姿をし、どのように
つくられたのでしょうか？図面や絵図、現在も残る
文化財などを手がかりに、天守の部材ひとつひと
つまで精緻に再現した映像を見ながら、歴史考証
をお楽しみいただきます。
料金： 一般・大学生・高校生：500 円、小学生・中学
生：300 円、未就学児、障がい者及び同伴者1 名：
無料（1 作品/1 回あたり）
＊総合文化展とセット購入で一般：1,000 円／大学生800 円
＊所要時間は約40 分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊今後の上演作品等、詳細はウェブサイトをご覧ください。
　URL http://www.toppan-vr.jp/mt/

TNM & TOPPAN ミュージアムシアター トーハクくん＆ユリノキちゃん
2017年度の活動予定

広報大使ト ー ハ ク く
ん 広

報
大使ユリノキ

ち
ゃ
ん
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1
土

夜間開館（21：00まで）　庭園ライトアップ（19：30まで）　
13：30　 14：00　★11：00、13：00、15：00

2
日

時間延長（18：00まで）　 14：30

3
月

♪桜の街の音楽会 13：00 法隆寺宝物館エントランス

4
火

11：00

5
水

鑑賞ガイド 14:00 本館地下教育普及スペース　
♪東博でバッハvol.35 19：00 法隆寺宝物館エントランス＊1

6
木

11：00

7
金

夜間開館（21：00まで）　庭園ライトアップ（19：30まで）　
15：00　 「器に咲く桜」 18:30 本館地下教育普及スペース　

8
土

夜間開館（21：00まで）　庭園ライトアップ（19：30まで）
「桜の絵にみる美と心」 13:30 平成館大講堂

9
日

時間延長（18：00まで）　 13：00　 15：00

10
月

休館日

11
火

「保存と修理　立体作品修理の現場から」 14:00 
平成館企画展示室

12
水

♪東博でバッハvol.36 19：00 法隆寺宝物館エントランス＊1

13
木

11：00　 15：00

14
金

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　 14：00
「ここに注目！保存と修理入門」 18:30 平成館企画展示室　

15
土

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　 11：00　 14：00　
15：00　【茶の湯】 「桃山の茶陶―和物茶碗」 13:30 平成館大講堂

16
日

時間延長（18：00まで）　
11：00　 11：00　 11：00、13：00　 14：00　 14：30

17
月

休館日

18
火

【茶の湯】呈茶席 11：00 平成館ラウンジ

19
水

20
木

【茶の湯】呈茶席 11：00 平成館ラウンジ

21
金

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　
【茶の湯】呈茶席 11：00 平成館ラウンジ　 11：00

22
土

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　
【茶の湯】呈茶席 11：00 平成館ラウンジ　 13：30

23
日

時間延長（18：00まで）　【茶の湯】呈茶席 11：00 平成館ラウンジ
13：00　

24
月

休館日

25
火

【茶の湯】呈茶席 11：00 平成館ラウンジ
「近代茶人と仏画－松永耳庵の場合」 14:00　本館地下教育普及スペース

26
水

27
木

【茶の湯】呈茶席 11：00 平成館ラウンジ　 14：00

28
金

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　
【茶の湯】呈茶席 11：00 平成館ラウンジ

29
土・祝

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　
【茶の湯】呈茶席 11：00 平成館ラウンジ

30
日

夜間開館（特別展は18：00まで、総合文化展は21：00まで）　
【茶の湯】呈茶席 11：00 平成館ラウンジ

1
月

2
火

11：00

3
水・祝

夜間開館（特別展は18：00まで、総合文化展は21：00まで）

4
木・祝

夜間開館（特別展は18：00まで、総合文化展は21：00まで）　
11：00

5
金・祝

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　
15：00

6
土

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　
11：00　 14：00　★11：00、13：00、15：00

7
日

夜間開館（特別展は18：00まで、総合文化展は21：00まで）　
14：30

8
月

休館日

9
火

「中国石窟の仏像」 14:00 東洋館ミュージアムシアター

10
水

11
木

11：00

12
金

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　
14：00

13
土

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　【茶の湯】 「茶
の湯の魅力―日本、朝鮮、中国のやきものを中心に」 13:30 平成館大講堂

14
日

時間延長（18：00まで）　国際博物館の日記念ツアー 「上野の山で
キジめぐり」 9:00＊2　 13：00

15
月

休館日

16
火

「幕府祈願所霊雲寺と開基浄厳」 14:00 本館特別2室

17
水

18
木

国際博物館の日 総合文化展無料観覧日　国際博物館の日記念ガイダンス「トーハクへよう
こそ」 11:00、14:00 本館地下教育普及スペース　 15：00　★11：00、13：00、15：00

19
金

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　
11：00

20
土

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　
11：00　 14：00　 15：00

21
日

時間延長（18：00まで）　
11：00　 11：00　 11：00、13：00　 14：00　 14：30

22
月

休館日

23
火

「舞楽面・行道面と仮面芸能の魅力」 14:00 本館14室

24
水

25
木

14：00

26
金

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）

27
土

夜間開館（特別展は20：00まで、総合文化展は21：00まで）　 「トーハクでバード
ウォッチング―キジやクジャク、鳳凰が勢ぞろい―」 13：30 平成館大講堂　 13：30

28
日

時間延長（18：00まで）　 13：00　 15：00

29
月

休館日

30
火

「展覧会情報の調べ方について」 14:00 
本館地下教育普及スペース

31
水

 ＝月例講演会等、詳細は本誌12ページ（特別展関連事業については、当該ページ）
 ＝ギャラリートーク、詳細は本誌12ページ
 ＝託児サービス実施日（12：30～15：30）　事前予約制　有料
 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合場所：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる樹木ツアー、集合場所：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所：平成館考古展示室入口
 ＝ ボランティアによる応挙館での茶会、集合場所：本館1階エントランス（9：30から集合場所
で整理券配布、参加費500円、先着15名）

 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合場所：本館1階エントランス（9：30から集合場所
で整理券配布、先着18名）

 ＝ボランティアによる英語ガイド（日本美術の流れ）、集合場所：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合場所：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド、集合場所：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合場所：本館1階エントランス
 ＝ ボランティアによる東洋館ツアー、集合場所：東洋館1階エントランス（4・5月は「仏像の旅」
をご案内します）

 ＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所：法隆寺宝物館エントランス

※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります。

【茶の湯】＝特別展「茶の湯」関連事業。詳細は本誌2ページ　
 ＝「博物館でお花見を」関連事業、詳細は本誌4ページ　

＊1＝有料イベント。詳細は本誌前号14ページ　＊2＝事前申込制。詳細は本誌13ページ　
★ ＝トーハクくん＆ユリノキちゃん登場日。場所は本館前

（6/4まで）

黒田記念館特別室公開

東京国立博物館4月･5月の展示･催し物 2017・52017・4

特別展「茶の湯」

春の庭園開放
博物館でお花見を




